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KANSAI  GAIDAI
就　  業　  力見つける、磨く、 かなえる、未来。

企業・行政・地域と大学の連携のしくみ平成24年度PBL活動報告

PBL 課題解決型授業とは、企業・行政・地域と連携
し、それぞれが抱える実践的な課題を、学生の力に
よって解決する試みです。学生自身が取り組みの成果
を企業などにプレゼンテーションします。

就職を実現する力
●課題解決力
●企画力・提案力
●情報収集力・発信力
●コミュニケーション力

社会で生き抜く力
●チームワーク
●団結力、強い絆
●壁を乗り越えられる力
●みんなで得た達成感

PBL
Project  Based  Learning

●企業の現場でフィールドワーク
●最前線の企業人と議論、意見交換
●学生どうしの白熱討論
●企業への直接プレゼンテーション

提案、報告

課題（テーマ）依頼

授業の基本的な進め方

平成25年度連携予定の企業・行政・地域

●現状把握

●仮説立案

●手法検討

●アンケート

●インタビュー

●訪問調査

●アイデア展開

●解決策の立案

●実施・検討

●プレゼンテーション

●報告書作成

●評価・反省

課題と手法の検討 調査、分析 考察、提案展開 まとめ、提案

■全日本空輸（株）　　　■サントリー酒類（株）　　　■パナソニック（株）　　　■（株）トンボ

■（株）叶匠壽庵　　　　■（株）大阪国際会議場　　　■大阪府 商工労働部

関西外国語大学
［国際言語学部］
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●大学院
●留学生別科（海外からの留学生対象）

■関西外国語大学

■関西外国語大学
　短期大学部

関西外国語大学　学部・学科構成

英語キャリア学科

英語キャリア学科小学校教員コース

英米語学科

スペイン語学科

国際言語コミュニケーション学科

英語キャリア学部

外国語学部

国際言語学部

英米語学科



　当チームのテーマは京阪沿線の新た
な魅力を掘り起こし、京阪電車のお客
様拡大につなげること。私たちは企業
と学生の相互にメリットが生まれるよう
な解決策を目指して取り組みました。第
一ステップでは枚方市駅周辺の本学下
宿生を対象に調査を実施。沿線スポッ
トの認知度や出かける頻度などを調べ
たところ「良いところを知らない、行き
方が分からない」といった問題点が見
えてきました。

　解決策として、私たちは枚方市駅か
ら一番近い「宇治・伏見」に着目。学生
向けのお薦めポイントを自分たちの目
で確かめ作成した観光パンフレットを
提案しました。また沿線の他大学に働
きかけ、より多くのファン作りにつなげ
る「京阪沿線大学サミット」も提案しま
した。

　「鉄道の利用促進策」というテーマは、正解のない難題です。そのせいか夏ごろまでは試行
錯誤が続き、成果が危ぶまれた時期もありました。しかし、当社沿線に出向いての体験、取り
組みの中で生じた当社への思いなど、実体験や実感をベースに企画を練り上げたことで、発
表会で当社社員が強い関心を示すほど説得力のある提案になったと感じています。

平成24年度、4つの連携先の課題解決に取り組み、私たちは成長し就業力を獲得しました！！
京阪電気鉄道株式会社

京阪電気鉄道株式会社　経営統括室事業推進担当部長　川添  智史様

　私はＰＢＬに入って本当に良かったと感じています。1点目の理由は、座学の授業では体験
できない大きな取り組みに参加できたこと。実際に企業で活躍されている方から、貴重な意
見やアドバイスもいただけました。2点目は、一年間のグループ活動により、強い団結力が生
まれたことです。辛いこともありましたが、ＰＢＬで得た力や仲間は一生ものです。

国際言語学部　安原  芹香さん

留学生を含む、学生の京阪電車利用促進策を企画・提案しよう！
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　今回の授業を通して学生の皆さんが導き出した「大学と中小企業が日常的に接点を持つ」
という答えは、大変示唆に富んだ考え方だと思います。またその一例として「企業から通訳を
請け負えばどうか」といった、大学が持つ潜在的な力を活かすアイデアは、実現・定着すれ
ば、全国に先駆けた新しいキャリア教育の仕組みになる、と感じました。

大阪府商工労働部　雇用推進室　労務課　渡邉  諒様

　「成長した！」という確かな手応えを感じています。私が実感できたのは、自分だけで考える
のではなく、人の意見を聞き協同で実行するという行動力がついたことと、提案を練り上げ
企業幹部への報告をした達成感です。また、企業との懇親会では、仕事に対する責任感やマ
ナーだけでなく、働くことの楽しさや充実感を学び、社会に出て働くことが楽しみです。

国際言語学部　前山  歩さん
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　大学と連携して課題に取り組むこと自体が初めてでしたので、最初は不安も抱いていまし
た。しかし授業が進む中、我々の想像以上に学生が主体性を持ち、考え、行動する姿を見て、
「その熱意に応えなければ」という思いに変わってゆきました。提案には良い意味で刺激を受
けましたので、少しでも具体化し、また次年度のＰＢＬに繋いでゆければと思います。

株式会社 叶匠壽庵　営業部　営業企画課長　篠原  太幸様

　私たちが重視したのは「全員の意見を取り入れること」。そのために、メンバーとの意見交
換を密に行いました。また自分の思いをきちんと伝え、相手の声にもしっかり耳を傾けるよう
心がけました。お互いの改善点を指摘し合いながら何度も話し合う中で、一人ひとりの役割
を考え周囲と協調しながら行動することの大切さを学べたと思います。

国際言語学部　中井  麻唯子さん
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　商店街が生き残る道を模索する中で、免税商店街の実現という目標に向かって若い学生
の皆さんと試行錯誤を重ねることができ、本当に幸せでした。また毎日新聞やＮＨＫで取り
上げられるなど、世間の注目度の高さにも驚きました。日本の社会に閉塞感が漂う中、いっ
しょに活動した学生の皆さんが、新しい日本のリーダーとして活躍されることを祈ります。

千日前道具屋筋商店街振興組合  理事  山下  一郎様

　企業の方々に直接プレゼンテーションしたり、地域イベントに企業の一員として参加し
たり…。学生という立場にありながら、他の学生よりも早く社会の魅力や厳しさに触れるこ
とができる貴重な機会がPBLです。楽しさばかりではなく、不安と焦りで辛い時期もありま
したが、先生や企業の方々のバックアップで乗り越えることができました。

国際言語学部　新垣  史晴さん

取
り
組
み
を
終
え
て

千日前道具屋筋商店街振興組合
外国人観光客とのコミュニケーションの促進を支援するプロジェクト

連
携
先

テーマ

株式会社 叶匠壽庵
和菓子の里で国際交流を企画・提案しよう！
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大阪府 商工労働部
大阪府の優良中小企業と学生との求人・求職マッチング向上策を提言しよう！
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学生の沿線利用の
実情から、問題点を抽出

学生向けパンフレットや
他大学との連携を提案

　当チームでは、本学の強みである国
際交流の視点から、外国人に対し「茶
の湯と和菓子」の魅力や「日本の伝統
文化としての和菓子」をいかに発信する
か、調査・検討しました。具体的には、叶
匠壽庵「寿長生（すない）の郷」で留学
生や外国人教員を対象にお茶席・和菓
子作りの体験イベントを実施。あわせて
外国人へのアンケート調査・分析、滋賀
県在住外国人との交流に関する協議な
どを行いました。

　これらの活動を通じて、「英語版の
ホームページや和菓子パンフレットで知
らせよう」、「寿長生の郷でアンケートを
実施しよう」、「出張和菓子教室＠関西
外大をしよう」、等6項目を叶匠壽庵に
提案。社長はじめ社員の方々から高い
評価を得ることができました。

和菓子の魅力を
外国人にどう伝えるか

英語版ホームページや
パンフレット等6項目を提案

　大阪には世界に冠たる技術とシェア
を持つ優良な中小企業がたくさんあり
ますが、学生は就職活動でなかなか目
を向けようとはしません。そこで当チー
ムでは、マッチング向上策の立案に取
り組みました。実際に中小企業を訪問
し、会社説明会や企業研究を体験、そ
こで得た実感と、一般的に学生が抱い
ているイメージの差を明確化し、その
ギャップを埋めるアイデアや対策を考
えました。

　マッチング策のベースとして、ほとん
ど名前も知る機会のない中小企業と学
生との接点がどうしたら持てるか、アイ
デア展開を繰り返しました。語学力や
留学経験、学生視点での企業の魅力の
発見やその伝達などが双方に活かせな
いかなど、まずはできるだけたくさんの
提案を考えました。

企業訪問で、学生の持つ
イメージと実態の差を明確化

学生と企業の双方の
メリットを生む方策が必要

錦城護謨株式会社

株式会社かね善

島田化成株式会社

報告会

御堂筋フェスタ 道具屋筋まつり 収録の様子

プライミクス株式会社

授業の様子

先生、企業、学生一体となった共同作業

授業の様子 報告会

和菓子を通じての「交流会」

発表会 秋のイベント 和菓子作り

　大阪・なんば地域では、数多く訪れる
外国人観光客に対して様々な取り組み
を行っています。その一環として、当
チームは「千日前道具屋筋商店街」にお
いて、外国人観光客へ消費税の免税販
売を促進する企画に取り組みました。具
体的には、免税販売に必要な販売マ
ニュアルの作成に試行錯誤しながら
チャレンジしました。

　販売マニュアルは、免税制度に則っ
た一連の接客応対プロセスを4カ国語
（英語、中国語、韓国語、仏語）に展開し
たもので、操作性や時流を考えてiPad
を活用しＩＴ化しました。またパスポー
ト集などの関連資料や販促用のポス
ター、音声広報なども併せて開発し、
トータルシステムとして提供しました。

免税店に必要な、
販売マニュアルの作成に挑戦！

iPadを活用することで
今風のマニュアルを！


